
舞踏会

継続的に進化する
勉強会

知識の宴が加速させる

アジャイル思考で学びのサイクルを回し

A banquet of knowledge



生息地
神奈川県の田舎の方

みずしま

株式会社アジャイルウェア

Lychee Redmine 開発チーム

経歴
テスト界隈10年強
現在はスクラムマスターについても勉強中

趣味
マインクラフト、猫
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エンジニア

QAエンジニア

スクラムマスター

 もう一つのプロダクト

PO

QAエンジニア

スクラムマスター

PO

エンジニア

QAエンジニア

エンジニア

QAエンジニア

エンジニアエンジニア

QAエンジニア

スクラムマスター

 Lychee Redmine プロダクト

パートナー社員混合で10名。日本各地に生息。プロダクトの構成



以前の我々は…

第0幕
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改善アクションが実行できてない…

ふりかえりのテーマを出す人や発言
する人が固定化されがち…

以前の我々は・・・

ぶ
っ
ち
ゃ
け
忙
し
く
て

振
り
返
り
や
っ
て
る
場
合

じ
ゃ
な
い
の
よ
ね…

業務の時間が取られる…

チーム横断でQAだけの振り返りをやっていたが…



以前の我々は・・・

我々はなぜ
ここにいるのか…？



全国各地からQAメンバーを招集

何を実現したいんだろう、なんの
ためにふりかえりしてるんだろう

半日かけてじっくり話し合った

以前の我々は・・・

我々のあるべき姿を見直そう！



以前の我々は・・・

じゃあふりかえりが適切なのか？

我々はQAとして
スキルアップがしたいんだ！

…勉強会しようぜ！！

我
々
の
目
的
は

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

だ
っ
た
ん
だ
！

そ
う
と
決
ま
れ
ば

早
速
行
動
に

移
そ
う
！



第一幕

自律的な勉強会
「知識の宴」の爆誕



目的が合致したQA勉強会、
メンバーのやる気は十分！！
さらに自律的な会にするために…

勉強会ってネーミングが
楽しくないよね

名前の候補をAIとともに考えてみる…

▼ 実際に考えた候補たち

「知識の宴」の爆誕

じゃあ名前を変えよう！



「知識の宴」と
名付けよう！！



まずは数をこなして色々知っていこう！

jasst nanoの動画を漁って古い動画から
観ていったのであった…

こ
の
動
画

見
て
み
よ
う
！

い
い
ね
！

「知識の宴」の爆誕



第二幕

試行錯誤と変革の時期



試行錯誤と変革の時期

なんかあんまり量をこなせてないなぁ

自分たちのやり方には合わないなぁ

なんかイマイチ実業務で使いづらいなぁ

勉強会をやっていくうちにいろんな課題が出てきた



試行錯誤と変革の時期

知識の宴にもふりかえりを設けてみる？

それならふりかえりにも
名前をつけよう！

不満を解消してもっといい宴にしたい！！
価値のある時間にしたい！！
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「知識の舞踏会」
も爆誕！！



試行錯誤と変革の時期

内容的に今の自分達に合わないものも
最後まで見ていた

結果、インプット量が少なく感じていた

なんかあんまり量をこなせてないなぁ 自
分
た
ち
に
合
う
も
の
を

選
択
し
て
い
っ
た
方
が

良
い
の
か
も
し
れ
な
い

！

舞踏会の中で、出てきた課題について掘り下げ…



お気持ち表明システム導入

ちょっと合わないな〜と思ってたけど
言い出しづらかったのよね・・！



試行錯誤と変革の時期

数打ちゃ当たると思ってたけど、
逆に非効率になってしまっていた

他の課題についても掘り下げ…

自分たちには合わない内容だったなぁ
実業務で活かせてないなぁ

量
よ
り
質
を
重
視

し
て
い
く
の
は

ど
う
だ
ろ
う

で
は
、
ま
ず
は

自
分
た
ち
の

課
題
を
明
確
に

し
て
み
る
か



おすすめコンテンツ持ち込みシステム導入

各メンバーが課題と感じていることから
動画やブログの記事などコンテンツを探
してきて、そのコンテンツを
アイデアバンク（再生リスト）に貯めて
いく

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

参
考
に
な
り
そ
う
！

ア
イ
デ
ア
バ
ン
ク
に

入
れ
と
こ
。

全員が積極的に宴を盛り上げていき、
実務に活かせる学びへと進化！
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自ら動きたくなるように名前をつけて、自分たちのものにした

実務への応用を見据えたワークショップやテーマ選定が
できるようにする仕組みの導入

定期的な振り返りを行い、常に改善していく学習サイクルで
継続可能な勉強会に

私達がやってきたこと

自らが判断するための仕組みの導入

自律的に動くための仕組み 知識の宴

お気持ち表明

おすすめ持ち込み

知識の舞踏会



フィナーレ

未来への展望



未来への展望

持ち込みシステムの改良

スキルマップから勉強したいところをピックアップして
実務に活きる勉強会にしようとしている

まだまだ改善するぞ！

価値のある勉強会を目指して改善を続けたい！！

QAエンジニアが学び、進化しつづけることで

プロダクトの進化・成長に繋げたい！！
23



Lychee Redmineについて



プロジェクト管理ツールプロジェクト管理ツール

Lychee RedmineLychee Redmine
導入企業導入企業

7,000社!!7,000社!!



すべての機能が試せる

30日間無料トライアルもあります

チ
ラ
シ
が

入
っ
て
る
わ
よ

ま
ず
は

お
試
し
か
ら
！



ご清聴
ありがとうございました


